
  

 

 

 

あけましておめでとうございます。 

今年も、安全でおいしい給食を提供できるよう、給食センター職員一同力を合わせて 

がんばります！どうぞよろしくお願いします。 
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皆さんは、給食で苦手な食べ物が出たら、どうしていますか？ 全く手を付け

ずに残している人もいるかもしれませんが、ひと口でいいので食べてみてくだ

さい。初めは苦手でも、食べ慣れることでだんだんとおいしく感じるようにな

っていきます。また、味覚は成長とともに変わっていくので、苦手だと思ってい

たものでも、食べてみたらおいしかったということもあります。 

小さいころから、さまざまな味の経験を積むことで、豊かな味覚が育ちます。

今年は「寅年」、苦手な食べ物にもぜひ「トライ」してみてくださいね！ 

学校給食は、明治 22年に山形県鶴岡町（現在の鶴岡市）の私立忠愛小学校で、貧しい家庭

の子どもたちに昼食を提供したことが発祥とされています。その後、給食の取り組みは全国

各地へと広がりましたが、戦争の影響で食料が不足し、実施できなくなってしまいました。 

忠愛小学校は大督寺というお寺

の中にあり、お坊さんたちが米や

野菜、魚などで食事を作って、無

償で提供していました。 

戦後、子どもたちの栄養状態を改善しようと、アメリカの

LARA（アジア救援公認団体）という民間団体から贈られた物

資を使い、給食が再開されました。 

現在の給食は、食事の提供だけでなく、栄養バランスや地域の食文化、食べ物への感謝の気持ちなど、

さまざまなことを学ぶための「生きた教材」として活用するなど、「食育」の役割も担っています。 


